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◇例会日　毎火曜日　19：00～20：00
◇例会場　◆埼玉グランドホテル本庄　◆五州園（最終火曜日）
◇事務所　埼玉グランドホテル本庄内 〒367-0041 本庄市駅南2‐2‐1

Tel : 0495‐23‐0143 ／ Fax : 0495‐23‐0141
E-mail : rotary@mail.honjo.ne.jp

◇会長　高橋　茂雄　
◇幹事　堀川　　明

◇クラブ会報委員会／委員長 木村　真純／副委員長 小松　政敏
／委　員 佐藤　重孝・長沼　章・矢部　一臣

慈愛の種を
播きましょう

2002～2003 R.I. テーマ

会長テーマ【真心をもって開かれたロータリー】
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œ司　会／奈良橋秋夫SAA

œ点　鐘／19時00分　高橋茂雄会長

œソング／奉仕の理想

œゲスト／内野　勲様

（本庄市健康福祉部介護いきがい課長）
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高橋茂雄会長

夏も終わりとなり、関東の花火の

トリを取る9月7日の本庄花火大会

も4日後に近づいてきています。週

間予報では降水確率50％とのこと

で天候が気にかかります。

今月はロータリーでは新世代のための月間となっ

ています。2001年手続要覧によりますと当月間

中に「各ロータリアンは青少年の模範」という標

語を会報、広報等で使うよう奨励されています。

先月29日に本庄市民文化会館で当クラブも後援し

た「少年健全育成県民大会」が開催されましたが、

21世紀に入り少子高齢化がさらに深まり、近年の

出生率が低下により地域社会の中でも子供の数が

どんどん少なくなっております。多くの少年少女

が健全に育ってもらうことが何よりも日本の将来

に大事なこととなっております。当クラブはロー

タリー青少年指導者養成プログラム（Rotary

Youth  Ledership  Awards）委員会を持つ地区

内の数少ないクラブのひとつです。青少年の育成

問題に是非会員の皆様が関心を抱いていただき、

RYLAにもご理解いただく様お願い致します。

さて、今年度のRI 年次大会は2003年6月1日

から4日間、オーストラリア、クイーンズランド州、

ブリスベーンで開かれます。ちなみに登録料は

2002年12月31日までは256ドル、2003年3

月までは283ドル、現場登録では311ドルとなっ

ています。書類は事務局に届いております。

本庄市社会福祉協議会を通じて赤い羽根共同募

金運動に関わる「職域募金」の協力依頼がきてお

ります。幹事より申込書を回覧いたします。

今月は来賓卓話が3回予定されております。本日

は本庄市役所介護いきがい課長の内野勲様をお招

きして「みんなの安心　介護保険」のテーマでご

講演をしていただきます。少子化社会と同時に到

来した高齢化社会の中で介護問題はすべての国民

が避けては通れない大事なことです。内野課長は

本庄市の介護保険運営の実務責任者であり、制度

にも精通しておられますので本日は幅広く、わか

りやすいお話が聞けると期待しております。

9月10日の例会では本庄警察署地域課長黒沢昭

市様の卓話を予定しております。また、ロータリ

ー財団よりベネファクターに山田会員が認証され

ましたので次回例会で認証状の授与式を行います。

尚本日は例会終了後、理事会がこの場所であり

ます。10周年記念事業予算についての打ち合わせ

も行いますので役員、理事、パスト会長等関係者

の方はご出席をお願いします。

堀川　明幹事

◎「ソングリーダーの為のセミナー」

のご案内

10月29日(火) PM2:30～4:30

サカモト・ミュージックスクール

◎川本ロータリークラブ

例会変更のお知らせ、岡部ロータリークラブ

◎ロータリーの友9月号

地区大会の記録

昨年度の最後のガバナー月信

今年度ガバナー月信　No.3

ロータリーの友のファイルが来ております。

◎赤い羽根の募金が来ております。

第410回例会　　　 9月3日　　 発行　平成14年9月10日（火）

会 長 挨 拶

幹 事 報 告



◇清水正一地区新世代部門ライラ委員長

9月は新世代月間であります。

本日配布されましたガバナー月信、

No.3 9月号の中で月間に因んで

各委員長の意見報告の記事が掲載さ

れております。私のライラ委員会本

年度の活動予定報告とライラの認識をお願いして

あります。地区内ライラ委員会を持っているクラ

ブは本庄南クラブと他に1クラブの現状ですので、

この月間で他クラブへの卓話説明に前年度委員長

だった戸谷会員と頑張りたいと存じております。

◇黒岩茂夫広報・雑誌・ロータリー情報委員

＜ロータリーの友9月号の紹介＞

・表紙を読む

縦組み、横組みの表紙とも光り輝

く円球が、一つの画面にひとつ。

昨年の世界文化遺産とうってかわ

り、不思議なエネルギーが漂っています。奥山

民枝氏の、かつてシンボルとしての、概念とし

ての太陽を自分の見たままに「写実的に」描い

たものです。太陽の丸みがふっくらと空間に浮

かび、光が緩やかに周囲に解けています。

・横組み表紙「正陽」 縦組み表紙「日尽」

1999年　油絵　116.8×91cm

・横組み　若者にとってより良い未来を

9月は、新世代のための月間です。

2001年9月11日のテロ攻撃によって世界は永

久に変わってしまいました。会長のビチャイ・

ラタクル氏は、ポール・ハリス氏は「憎しみの

半分を愛にあたえてください。そうすれば戦争

はこれ以上起こらないでしょう。」といっていま

す。私たちひとりひとりは、ロータリーの多く

の平和プログラムや国際平和プロジェクトを通

じて慈愛の種をまき、若者にとってより良い未

来を与えるよう支援すべきとしています。

内野　勲本庄市介護いきがい課長

（テーマ）『みんなの安心　介護保険』

1.なぜ、新たな介護保険制度が必要

になったのか。

・高齢社会の到来、・介護等への

不安、・介護保険制度の創設

2.介護保険制度のしくみ

介護保険は被保険者が保険料を納めて、介護

認定を受けてから介護サービスを利用する制度

で、その運営主体は市町村です。また、民間事

業者も加わり、幅広いサービスを提供します。

3.介護サービスを利用するまでの手続き

介護サービスが必要になったときには、市役

所の介護いきがい課の窓口に申請します。そし

て、介護が必要と認められた場合に、介護サー

ビスが利用できます。

4.介護保険で利用できるサービス

介護保険には、自宅での介護を支援する居宅サ

ービスと、施設に入所してサービスを利用する

施設サービスがあります。

5. 8/1現在の本庄市の人口61,051人、うち65

歳以上の方10,448人、高齢化率17.11％、要

介護認定者1,146人

9/17 第412回／埼玉GH／PM7:00

卓話予定 早稲田大学　常務理事

工学部教授　河合　素直様

9/24 第413回／五 州 園／PM7:00 親睦例会

10/ 1 第414回／埼玉GH／PM7:00

卓話予定　地区米山奨学学友委員

高崎孝様と米山奨学生

10/ 8 第415回／埼玉GH／PM7:00

卓話予定　ネットウェブ（株）

代表取締役会長　吉川郁夫様

高橋茂雄会長　内野課長様、本日卓話ありがと

うございます。

堀川　明幹事　　　　　　　〃

佐藤重孝会員　出張の為、欠席致します。

山田勝治会員　都合により　　〃
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委員会報告

出 席 報 告

会員数

33名

出　席

29名

欠　席

4名

福島好正出席委員長

Ｍ.Ｕ

2名

出席率

93.9％

例 会 予 定

ニコニコボックス

卓 　 話

欠席者のメッセージ


